
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都内にもスープカレーのお店が増えて 

きているので、当店に限らず、他店で 

スープカレーを食べたとき、スープに 

浸して食べれば「知ってるな」と優越 

感に浸れるでしょう。次にスープカレ 

―の歴史。もともと札幌で誕生した料 

理で、作者が体に良いものを一つの鍋 

に全部入れようと考え、野菜やお肉で 

出しをとり、体にいいとされる香辛料 

をふんだんに混ぜた結果、カレーに 

似た味になったとされています。この香辛料の配合によって、お店

ごとに味が変わってきます。３種類の香辛料を入れるとカレーの味 

             になります。また味そのものに影響は 

             ないが、体にはメチャメチャいい香辛       

             料もあります。何を使うかはそのお店

ン            によって異なるので、いろんなお店で 

             食べ比べてみるのも、スープカレーの 

             楽しみ方でもあります。まだまだ未知 

             なる魅力がたくさんのスープカレーを 

             皆さまと一緒に追及していきたいと 

             思います。 

ふんだんに 

どうものび太です。１０月も半ばですね。すっかり秋めいてまいり

ました。この前まで暑くてヒーヒーいっていたのが嘘のようですが 

過ごしやすいことは確かです。体調万全で日々挑みたいですものね。 

先日、足立区の花火大会でしたが、どうだったのでしょうか？とて

もきれいな大輪の花を夜空いっぱいに広げていたと思います。 

 

この時期の花火ってのは、寒さもあってか、終わった後の寂しさを

感じます。夏場は花火の後テンションあがるのですが、寒いとテン

ションが下がって、妙なため息がでると、うちの女性スタッフが申

しておりました（笑）。きれいなものを見て、目を養うのは大事なこ

とですから、そんな事いうなよと思いました。そんな私も足立に来

て３年。未だ花火大会に行けていませんが、来年こそはと思ってお

ります。でも花火にいい思い出がないので、くくっ（涙） 

「すーぷかれー あつあつタイムス」第 100 号です。 

足立区の皆さんにスープカレーのおいしさ、楽しさを知っていただ

きたくて、また懲りずに今回も作りました。暇つぶしにどうぞ。 

 

今回は、「祝１００号」です。このスープカレータイムスでめでたく

１００回を迎えることができました。ご愛読いただけた皆さまのお

陰です。ありがとうございます。スープカレーのこと知って頂く為

始めたこのすーぷかれーあつあつタイムス。スープカレーの食べ方

や歴史、成り立ちから、当店の宣伝？も含めて記述してきました。

まぁこれだけネタも続いたな、と自分にも感心してしまいますが、

これからもより多くの方にスープカレーの良さを広めるため、200

回、300 回と続けていきたいと思います。これからもどうぞよろし

くお願い致します。 

さて今回は簡単に今までの復習です。スープカレーの食べ方って皆

さま覚えていますか？そうです。スプーンにライス 

を持って、スープに浸して食べるが正解です。でも 

正解とはいいながら、お客様の一番おいしく食べれ 

る食べ方が正解です。食後のライス皿を見て、きれ 

いなお皿を見ると、スープに浸して食べているなと 

わかります。また、ルーカレーのようにライスに 

 スープをかけて食べられるお客様もいます。 
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「パセリ」は生の状態でも、感想した状態

のものと同様に彩りとして使うことがほ

とんどですが、それ以外にもブーケガルニ

としてスープに入れたりして香り付けに

使うこともできます。基本的に香り付けに

使用する場合は、生のパセリを使うのが最

も理想です。 

□ぞうりの日   □たすけあいの日 

□人形の日    □お菓子の日 

 など 

この日はたすけあいの日だそうで。今年は震災も

あってこういう日になにかできることをしたいで

すね。あれから７カ月。悲劇を忘れずに、一歩一

歩強くなっていかなくてはと、改めて感じます。 

＜編集後記＞いつもご愛読ありがとうございます。無事三

周年を迎えることが出来ました。多くののお客様に来店し

ていただき感謝しております。これからもスープカレー道

に精進していきますので、よろしくお願い致します。 

なぜこの季節を秋と呼ぶかというには

いろいろな説があります。「山の木々が

紅葉して赤くなる→あきくなる」「空の

色が清らかになる→明らかになる→あ

き」「穀物がたくさん実ることを、飽き

満ちる→あき」と諸説あります。また

秋になる木の実などがたくさんとれ

て、秋になると作物の取引が盛んにな

ることから、商売知ることを「商い→

あきない」と呼ぶようになったと言わ

れています。 

 


